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東
海
大
学
生
物
学
部
の
学
生
を
対

象
に
、
美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り
協

議
会
（
神
哲
治
会
長
）
の
活
動
を
紹

介
す
る
講
座
や
実
習
が
10
月
16
日
、

27
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
議
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
実
習
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
藻
場
再
生
に
必
要
な
知
識

や
技
術
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と

同
協
議
会
が
共
催
で
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

16
日
、
同
大
学
で
行
わ
れ
た
講
座

に
は
、
学
生
な
ど
１
０
０
人
が
参
加

し
、
神
会
長
ら
に
が
当
町
の
磯
焼
け

の
現
状
、
磯
焼
け
が
海
に
及
ぼ
す
影

響
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
美
国
漁
港
で
藻

場
保
全
活
動
を
体
験
す
る
実
習
が
開

催
さ
れ
、
同
学
生
や
教
諭
な
ど
30
人

が
参
加
。
は
じ
め
に
、
東
し
ゃ
こ
た

ん
漁
協
杉
山
賢
組
合
長
が
、「
美
国
・

美
し
い
海
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組

み
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
何
か
ア
イ

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
行
わ
れ
た
「
作
品
展
示
会
」

に
は
、
保
育
所
園
児
や
小
中
学
生
、
文
化
サ
ー
ク
ル
、
一
般

の
方
々
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書
道
や
写

真
、
俳
句
、
手
芸
な
ど
６
２
３
点
の
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
日
に
は
、
美
国
婦
人
会
と
保
育
所
父
母
に
よ

る
バ
ザ
ー
、
茶
道
銀
杏
の
会
の
お
茶
会
の
ほ
か
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
も
催
さ
れ
、
延
べ
５
６
９
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　積丹町文化祭実行委員会（成田チセ委員長）　主催による平成 24 年度文化祭が

総合文化センターで開催されました。　一部　 ですが写真で紹介します。

デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
言
っ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

学
生
ら
は
、
コ
ン
ブ
の
母
藻
か
ら

発
生
さ
せ
た
遊
走
子
（
胞
子
）
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
、
遊
走
子
が
コ
ン
ブ

の
表
面
か
ら
放
出
さ
れ
、
海
中
の
岩

な
ど
に
着
生
し
、
発
芽
す
る
ま
で
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ん
だ
ほ
か
、
コ
ン

ブ
の
種
苗
作
り
を
体
験
。
20
ｍ
の
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
６
本
に
30
セ
ン
チ
間

隔
で
母
藻
を
縛
り
付
け
、
漁
船
に

乗
っ
て
厚
苫
の
保
全
区
域
に
種
苗
を

投
入
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、「
今
回
の
体
験

を
通
じ
て
、
藻
場
保
全
活
動
の
重
要 ▲神会長からコンブの種苗づくりを学ぶ学生

第１回積丹町防災会

議を開催

▲土井知子さん（野塚町）の作品。
茶褐色の斑点が特徴の積丹竹で
作った電気スタンドと植木鉢カバー。

▲宮川昇次さん（美国町）
の作品。色鉛筆で描か
れた島武海岸。巧妙に描かれた作
品に、写真と見間違える来場者も
いました。

▲鈴木暖乃さん（美小３年）の作品。
今年、町内で開催された子ども盆踊りをど
んぐりと紙粘土を使って再現したものです。



　

11
月
11
日
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
芸
能
発
表
会
」

も
行
わ
れ
、
各
地
区
の
女
性
団
体
や
幌
武
意
太
鼓
、
ニ
シ
ン
場

音
頭
保
存
会
な
ど
10
団
体
53
人
が
出
演
し
、
約
１
８
０
人
の
観

客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
披
露
。「
う
ま
い
ぞ
。」「
ア
ン
コ
ー
ル
。」
な
ど
の
声
援

が
送
ら
れ
、
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
が
会
場
を

包
み
ま
し
た
。

　積丹町文化祭実行委員会（成田チセ委員長）　主催による平成 24 年度文化祭が

総合文化センターで開催されました。　一部　 ですが写真で紹介します。

性
が
理
解
で
き
た
。
今
後
の
授
業
や

研
究
で
、
こ
の
体
験
を
生
か
せ
れ
ば
。」

と
感
想
を
述
べ
、
ま
た
、
神
会
長
は
、

「
漁
業
者
も
保
全
活
動
を
通
じ
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
体
験
教
室
を
通
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
磯
焼
け
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
、
環
境
生
態
系
保
全
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲漁船からから種苗を投入する様子

後 志中学 校 弁 論 大 会
　 　 　 　   で２位１席

　第 60 回後志中学校弁論大会が、11 月 6 日に黒松

内中学校で行われ、美国中学校３年生の長島真太郎

君が２位１席と優秀な成績を収めました。

　この大会には、後志管内の４地区の代表 14 人が出場。北後志地

区の代表として出場した長島君は、「笑顔で」と題し、この夏、軟

式野球の後志選抜チームの一員として戦った経験から、練習試合の

失敗から自信を失っていた長島君が、友人の励ましの言葉で前向き

になれ、笑顔で練習に取り組むことができるようになった体験を語

り、「何気ない一言は、僕に自信と勇気を与えてくれた。何気ない

一言は、相手を笑顔にさせる力がある。素敵なチームに入れてもら

えたことに感謝し、また、誇りに思う。」と発表。リラックスして

発表できたという長島君は、「中学最後の弁論大会。良い成績を残

せて、とてもうれしいです。」と大会での感想を語ってくれました。

長 島 真太郎　君 ( 美中３年）
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